
第11蓑　　府　　県　　別　　民　　有　　地

方表ウま全国の各市町村（東扇ミ都で・工区）が実昏している土地台慣または土地補充諌税台帳に登
録された土地のうち、地方税墓第5察、集343条及び弟344条の規定により課覇王の対象とな雪土
地にかんする名年1月1日！亮1王の数字である。
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（注）単位＝町。資科　自治庁税務郵市町村税頚「土地平均価敵組地掛、．縁価額等一覧」。
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気　　　象

第　2　章気

（1）昭和30年夏季の異常高温と暮雨

昭和29年の梅雨期は一殻にオホーツク海高気圧が異常に優勢を戻し、7月下旬においてもなお千島附近に頑張り、

北日本はもとより近護、中国、四国地方においでも5月中旬から7月兼にかけて低温、多雨をもたらした顕著な異常

の年であったが、続く昭和刀年は昨年とは全く逆に6月から8月上旬すぎにかけて気温は異常な高温を望し（既に春

の初め頃から気温は一般に平年より高目を続けていた）特に、中部日本以北の各地では7月の月平均気温が観測開始

以来刀新記録となったところが多くあらわれ、近浪地方でも6月、7月の月平均気温が共に1－20C前後盲目とな

ってあらわれた。また、近談地方では全般的にみて6月から7月上旬にかけての本年梅雨期の降水現象はほぼ順調で

総雨量も農家匿とっては十分な量であったが、7月中旬から8月中旬にかけては7月2－23日の降雨のほかは全般に

及んで雨がなく、その上、局地的な夏の雷雨による降水も比較的少なく連日晴天が続いたので、紀伊半島南部を除い

て各地匿水不足が起り、局地的にはカソノミツの悪念が生ずるに至った。

本年の気圧配置は6月上旬から7月上旬にかけて一般に本邦南方海上の気圧は例年どおりかなり高目を哀し、一方

オホープク海方面では例年よりかなり低い値を示している。このように本年梅雨期はオホープク海高気圧はあまり発

達せず、小笠原高気圧が優勢を示し、6月下旬になって梅雨前線は本邦の日本海側にあることが多く、下旬末には夏型

の気臣配置となり、7月上旬に入ると本邦南方海上の高気圧の勢力はますます強く盛夏の革圧配置を呈するに至った○

しかし、7月上旬半ばには一時この高気圧が東方へ後退し、梅雨前昧注山陰地方で活動したが、再び高気圧は努力を

もりかえして来たため、飼年よりもやゝ早く7月9日頃西日本の梅雨は完全に明けた7月中旬から7月下旬にかけて

は本邦南方の高気匹は北偏して、三陸東方洋上より本邦をおおい南方海上には豆台風が続発したが、西日本には殆んど

影響なく好天と酷暑が続いた。7月下旬半ば頃になって南方海上の豆台風の競売は収まり、8月上旬にかけては素圧配

置は再び南高北低となった。8月中旬に入ると大陸方面から高気圧が東進し、その中心が16日頃まで日本海にあり、本

邦は高気圧におおわれて好天を持続した。8月17日には日本海の高気圧は本邦南方洋上の高気圧と合体し、高気圧の中

心が本邦の南方へ移った。白月下旬に入ると大陸から移動性高気圧が東進して来るようになり8月21日と31日頃気圧

の谷が本邦を通過し、また、27日から刀日にかけて台風の華南方面で衷弱したものが東支郡海を北東進するなど、西日

本には度々降雨があるようになり、気温も「掛こ平年並みとなった。本年夏期の高温について大阪を例にとれば、6月

気　　象

の始めから8月12日まで殆んど連日平年より気温の高い日が続き、本年6月の月平均気温は1馳3年の創立以来今年ま

での73年周におし、て2番目の高温を哀し平年より1．80C高く、7月は同じく4番目の高温で平年より160C高目を元し

た。すなわち、8月中旬までの間に6月2日、11日、21日、7月6日、23日、8月14日、22日頃平年より低温があらわれてお

り、6月4E巨－10日、6月12日－18日、6月22日－7月3日、7月8日－21日、7月刀ロー8月12日は平年より憶温とな

っており、これはかなり長い期間にiったって連枝していることがわかる。また、降水量は6月上旬－7月上旬は各地

とも平年に近く、農家にとってほぼ十分な雨量でありたが、7月中旬は殆んど雨がなく晴天続きで日照暗数も彦根、豊

岡等では1m％を超え全股に多照となった。7月22日一23日の雨は四国で∝）mm、近磯でⅨ）mm、瀬戸内海3）lnm、山

陰10mm程度に遷した。その後また、8月刀日頃まで各地とも殆んど雨らしい雨もなく連日晴天が続き、8月上、中旬の日

照時数平年比は一段に1弐）％内外を表し、かくて各地に5－10年位に一度起る程度のカンパツが起った。

本年夏季の気圧配置の特徴を列挙すると、本年梅雨期はオホーツク海高気圧の勢力は平年に比べて弱く、6月下旬に

夏型の気圧配置となった。平年の夏における南高北低塑lの気圧配置に比べ甚だ異状を戻した。7月中旬から下旬にか

けて本邦南方洋上の高気圧は北偏して、三陸東方洋上より本邦をおおいこの期間に北韓a）度一刀度近辺で豆台風が続

発した。しかし、いずれも本土には殆んど影響がなかった。8月中旬には日本海に背の高い高気圧が庶張り、本邦を

おお1㌧連日晴天が焼いて夏の俄雨が殆んどなかった。

農作物に及ぼした影響はかなり願書な日照りが続き、8月中旬に入ると各地にかなりの水不足が起り、中旬の末には

水利の優の悪いところでは局地的に水稲に草書が発生し始め、雨乞いの行事を行うところも出て来た。8月19日：現在

の大阪府下の水稲辛苦状況は田面が白く乾き亀裂を生じていたもの⊆05町歩に達し、歳菜と果樹類で約1割の潅収予

想であったが、8月下旬に入ると順調な降雨があり、水不足は解消し辛苦を受けたものもたち直り、9月における水

稲の成育状態は「殴的に乎年次を約1割方上回る大豊作が予想せられるようになった。これは春からの高温による稲

領の成育状態が良好であったこと、梅雨期の雨量が十分であったこと、夏の日照りによる高温と多照などの好条件に

めぐまれたためであろう。また、草書の少なかったことは植付頃余り水を倭はなかったこと、貯水池の豊水容量が大

となって尉荒措置が従来より整ってきたことに起関しており、被害を受けた土地はこれら給水源を持たない山沿いや

谷間などのような局地であった。全役的にみた結果としては今夏の高温、寡雨、多照の気象状態が幸いして、稲作は

近年届な大豊作となったようである。



第1表　　　大　阪　管　区　気　象

茶表は「大阪気象要覧」によったものである。
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大阪市生野区勝山通9丁目72
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海面上高 創立年月日
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（注）　資料　大阪管区気象台。
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第2表　　　大　阪　の　気　象　概　況

本表は「大阪餞象要撃壷」によったこものである。気圧二ま血．bであらわし血．m与こ換算するには祖をかける。（例）10Du
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